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分
析
の
結
果
、
人
々
の
脱
物
質
志
向
は
強
く
、
ま
た
多
く
の
人
が
再
分
配
政
策
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
多
く
の
地
域
で
、
政

識
櫛
造
が
、
第
二
次
大
戦
後
の
急
激
な
人
口
移
動
と
産
業
化
の
影
響
を
受
け
、
地
域
に
よ
り
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

部
住
民
の
方
が
政
治
参
加
が
多
い
た
め
、
農
村
部
住
民
が
問
題
と
感
じ
て
い
る
、
政
治
不
信
や
閉
塞
感
に
関
す
る
政
策
の
方
が
、
実
現
さ

治
不
信
や
平
等
志
向
と
、
社
会
不
公
平
感
は
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
志
向
と
関
連
す
る
よ
う
な
政
治
改
革
や
、
再
分
配
政
策

れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
社
会
意
識
の
構
造
は
、
農
村
部
と
都
市
部
で
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
、
本
研
究
に
よ
り
解
明
さ
れ
た
。

が
、
多
く
の
人
々
に
望
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
と
く
に
都
市
部
で
は
、
格
差
是
正
の
た
め
の
平
等
政
策
が
望
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
農
村

日
本
人
の
社
会
不
公
平
感
は
強
い
が
、
何
に
問
題
を
感
じ
て
い
る
の
か
は
先
行
研
究
で
も
未
解
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
人
の
社
会
意

社
会
不
公
平
感
の
具
体
的
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
不
公
平
感
の
規
定
メ
ヵ
ー
ー
ズ
ム
を
解
明
す
る
た
め
、
全
国
調
査
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
。

日
本
人
の
社
会
意
識
構
造
と
地
域
間
格
差
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日
本
で
な
ぜ
不
公
平
感
が
高
い
の
か
、
不
公
平
感
２

現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
織
田
・
阿
蔀

差
や
平
等
に
関
す
る
問
と
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
、

究
で
は
不
明
で
あ
る
。

織
田

資
産
、

も
社
会
の
現
体
制
へ
の
評
価
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

総
合
す
る
位
置
に
は
な
い
こ
と
を
、
因
子
分
析
に
よ
り
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
社
会
不
公
平
感
は
自
民
党
好
感
度
と
関
連
が
強
く
、
ど
ち
ら

過
半
数
は
、
個
人
的
な
生
活
に
は
満
足
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
社
会
不
公
平
感
が
強
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
公
平
感

全
国
調
査
の
結
果
を
見
る
と
、
図
１
の
よ
う
に
、
男
性
の
約
六
割
、
女
性
の
約
七
割
が
、
現
在
の
日
本
社
会
を
「
不
公
平
」
と
答
え
て
い
る
。

だ
が
、
具
体
的
に
社
会
の
何
に
関
し
て
、
人
々
が
不
満
を
感
じ
て
い
る
の
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
図
２
の
よ
う
に
、
日
本
人
の

の
具
体
的
な
内
容
は
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
。
社
会
の
ど
の
よ
う
な
分
野
の
問
題
と
不
公
平
感
が
関
連
し
て
い
る
の
か
も
、
先
行
研

１
．
１
日
本
社
会
の
特
徴
と
社
会
意
識
構
造

１
問
題
の
所
在
と
本
研
究
の
目
的

一
九
八
五
年
社
会
階
層
と
社
会
移
動
全
国
調
査
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
）
を
分
析
し
、
社
会
へ
の
全
般
的
不
公
平
感
は
、
多
く
の
領
域
別
不
公
平
感
を

不
公
平
感
研
究
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
研
究
が
あ
り
、
大
規
模
な
国
際
比
較
調
査
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
海
野
・
斎
藤
二
九
九
○
）
は
、

日
本
人
の
社
会
意
識
の
特
徴
と
し
て
、
自
分
の
生
活
に
は
満
足
し
て
い
る
が
、
現
在
の
社
会
に
問
題
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

職
業
威
信
な
ど
で
不
公
平
感
に
違
い
は
な
い
。
つ
ま
り
不
公
平
感
を
規
定
す
る
要
因
は
不
明
で
あ
る
。
各
種
の
先
行
研
究
を
読
ん
で
も
、

（
一
九
九
八
）
の
一
九
九
五
年
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
の
分
析
に
よ
る
と
、
社
会
不
公
平
感
と
基
本
属
性
と
の
関
連
は
小
さ
く
、
年
齢
や
所
得
、

不
公
平
感
の
具
体
的
内
容
は
何
な
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
政
策
と
不
公
平
感
が
関
連
す
る
の
か
は
、

阿
部
（
二
○
○
○
二
○
八
）
が
、
社
会
へ
の
全
般
的
不
公
平
感
と
、
政
治
不
信
や
資
産
格

を
、
相
関
係
数
を
用
い
て
説
明
し
た
程
度
で
あ
る
。
そ
の
他
の
不
公
平
感
に
関
す
る
先
行
研
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治
参
加
研
究
や
資
源
動
員
論
に
お
い
て
広
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
人
、
と
く
に
男
性
は
居
住
地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
少
な
い

会
的
地
位
が
低
い
と
測
定
さ
れ
る
農
村
部
住
民
が
、
政
治
に
多
く
参
加
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
『
日
の
目
」
。
（
］
田
②
）
な
ど
の
政

し
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
い
う
議
論
も
、
国
目
四
ｍ
目
（
］
①
『
Ｐ
］
＠
用
）
や
盲
、
一
の
訂
『
〔
伜
国
目
口
、
目
（
］
ｇ
「
）
、
片
瀬
・
海
野
（
二
○
Ｑ
Ｕ
）

な
ど
で
存
在
す
る
。
だ
が
、
社
会
意
識
論
や
社
会
心
理
学
的
研
究
に
は
、
こ
れ
ら
の
特
徴
を
ふ
ま
え
た
上
で
の
統
計
的
分
析
は
、
ご
く
少
な
い
。

間
関
係
が
多
く
影
響
力
は
大
き
い
こ
と
な
ど
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
百
ｍ
一
の
訂
『
（
（
］
①
。
）
や
百
ｍ
一
の
目
『
【
（
］
①
ｇ
）
は
、
豊
か
な

社
会
に
お
い
て
脱
物
質
主
義
が
増
え
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
し
か
し
日
本
人
の
意
識
は
西
欧
諸
国
と
は
異
な
り
、
百
ｍ
］
①
盲
『
芹
の
議
論
は
必
ず

影
響
力
が
低
い
な
ど
非
一
貫
的
な
階
層
が
多
く
存
在
す
る
。
日
本
に
お
い
て
、
農
民
層
や
自
営
業
層
は
、
学
歴
の
平
均
は
低
い
が
地
域
で
の
人

な
ど
の
、
地
域
コ
ミ
ラ
ー
テ
ィ
ー
の
代
わ
り
の
よ
う
な
活
動
が
多
い
。

象
的
な
理
論
が
多
く
、
ど
の
理
論
が
不
公
平
感
と
よ
り
関
連
す
る
か
も
不
明
で
あ
る
。

手
続
き
公
正
理
論
の
、
大
き
く
２
つ
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
分
配
公
正
の
主
な
３
原
理
と
し
て
衡
平
、
平
等
、
必
要
原
理
が
あ
る
。
し
か
し
柚

究
に
つ
い
て
は
、
【
一
巨
の
、
の
一
の
白
一
・
（
］
＠
℃
、
）
や
斎
藤
（
一
九
九
八
）
、
］
囚
⑫
の
。
（
］
①
ｇ
）
な
ど
で
詳
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
が
、

宮
野
編
（
一
九
九
八
）
や
海
野
編
（
二
○
○
○
）
な
ど
の
先
行
研
究
は
、
多
く
が
公
正
理
論
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
に
は
分
配
公
正
理
論
と

や
社
会
移
動
の
閉
鎖
性
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ど
ん
な
国
に
も
不
平
等
は
存
在
す
る
が
、
日
本
に
は
い
く
つ
か
の
特
殊
な
社
会
現
象
が
見
ら
れ

た
が
、
最
近
は
、
佐
藤
（
二
○
○
○
）
や
橋
本
（
二
○
○
一
）
の
よ
う
な
社
会
階
層
研
究
や
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
の
議
論
で
も
、
不
平
等
の
拡
大

る
。
例
え
ば
多
く
の
国
で
は
、
社
会
的
地
位
が
高
い
人
ほ
ど
政
治
に
参
加
す
る
が
、
日
本
で
は
地
位
と
政
治
参
加
の
相
関
は
見
ら
れ
な
い
。
社

こ
と
や
、
地
域
社
会
で
の
活
動
が
少
な
い
こ
と
も
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
に
、
日
本
企
業
で
は
、
会
社
内
の
運
動
会
や
親
睦
活
動

今
田
・
原
（
一
九
七
九
）
が
指
摘
し
た
階
層
構
造
の
非
一
貫
性
も
日
本
社
会
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
日
本
に
は
、
所
得
は
高
い
が
政
治
的

さ
て
、
社
会
意
識
に
影
響
を
与
え
て
い
る
日
本
社
会
の
特
徴
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
日
本
は
先
進
諸
国
の
中
で
は
平
等
な
社
会
と
言
わ
れ
て
き
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大
都
市
の
と
く
に
低
学
歴
住
民
の
間
で
、
創
価
学
会
の
加
入
率
や
、
公
明
党
の
支
持
率
は
か
な
り
高
い
。

な
人
間
関
係
か
ら
の
脱
出
と
、
都
市
部
で
の
未
整
備
な
生
活
環
境
、
人
口
密
度
は
過
密
だ
が
希
薄
な
人
間
関
係
、
多
少
な
り
と
も
近
代
的
、
西

洋
的
価
値
観
の
中
で
の
生
活
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
第
二
次
大
戦
後
の
都
市
部
に
お
い
て
、
比
較
的
低
学
歴
な
新
住
民
は
、
近
隣
と
の
人
間
関

係
を
持
た
な
か
っ
た
た
め
、
創
価
学
会
な
ど
の
新
宗
教
に
加
入
し
て
、
新
た
に
人
間
関
係
を
築
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
、

上
記
の
よ
う
な
日
本
社
会
の
特
徴
の
多
く
は
、
急
激
な
人
口
移
動
と
産
業
化
が
原
因
と
考
え
て
良
い
。
例
え
ば
都
市
部
の
日
本
人
が
居
住
地

域
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
た
な
い
の
は
、
都
市
部
に
住
み
始
め
て
ま
だ
数
世
代
し
か
た
っ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
こ
帥
年

ほ
ど
の
日
本
に
お
い
て
、
産
業
化
と
都
市
化
、
そ
し
て
都
市
部
へ
の
人
口
移
動
が
急
速
に
起
こ
っ
た
た
め
、
地
域
間
格
差
が
大
き
い
こ
と
は
事

実
で
あ
る
。
｜
－
一
宅
（
一
九
八
五
二
一
四
’
’
一
六
）
な
ど
の
政
治
学
者
は
、
都
市
部
へ
の
人
口
移
動
は
「
伝
統
的
政
治
基
盤
か
ら
の
物
理
的
離
脱

価
値
観
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
、
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
よ
り
詳
し
く
言
え
ば
、
人
口
移
動
は
、
農
村
部
に
お
け
る
伝
統
的
価
値
観
や
濃
密

民
だ
っ
た
が
、
自
分
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
い
う
日
本
人
は
多
い
。
現
代
の
日
本
社
会
は
、
表
面
的
に
は
脱
産
業
社
会
で
第
三
次
産
業
就
業
者

を
意
味
し
、
政
治
的
浮
動
化
を
も
た
ら
し
、
脱
保
守
の
機
会
を
与
え
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
地
域
に
よ
り
、
人
々
の
政
治
的

が
過
半
数
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
人
の
多
く
は
、
も
と
も
と
は
農
村
部
に
住
ん
で
い
た
者
が
多
い
し
、
今
で
も
東
京
周
辺
以
外
の
多
く
の
地
域

で
は
、
人
々
は
農
村
的
な
価
値
観
や
人
間
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
例
え
ば
関
東
地
方
で
あ
っ
て
も
、
強
い
性
別
役
割
意
識
や
保
守
的
な
政
治
的

環
境
な
ど
が
、
今
で
も
存
在
す
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
社
会
的
事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
日
本
人
の
社
会
意
識
の
構
造
は
、
か
な
り
複

雑
で
あ
る
。
日
本
社
会
は
、
社
会
変
動
が
急
激
で
あ
っ
た
た
め
、
地
域
に
よ
っ
て
、
価
値
観
も
人
間
関
係
も
大
き
く
異
な
り
、
先
進
国
の
中
で

も
特
殊
な
社
会
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

１
．
２
人
口
移
動
と
産
業
化
の
社
会
意
識
へ
の
影
響

ま
た
、
印
年
前
の
日
本
社
会
は
、
第
一
次
産
業
就
業
者
が
全
就
業
者
の
側
％
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
５
％
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
親
世
代
は
農

（
１
）

】
・
勺
Ｕ
■
己
・
Ｉ

］
呈
已
・
咄
・
・
』
二
勺
１
１
・
・
］
・
・

且
・
・
辞
・
・
■
午
・
■
・
・
■
・
】

Ｉ
…
…
…
ｊ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ｉ
ｊ
ｉ
４
ｌ
‐
１
１
‐
‐
…
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容
を
複
数
提
示
し
た
い
。
日
本
人
は
、
具
体
的
に
、
社
会
の
ど
の
よ
う
な
側
面
に
問
題
を
感
じ
て
い
る
の
か
、
ま
た
問
題
を
改
善
す
る
た
め
に
、

(1)

統
計
的
に
分
析
し
、
日
本
人
の
社
会
意
識
の
全
体
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
、
社
会
の
評
価
（
社
会
不
公
平
感
）
の
具
体
的
内

多
く
、
社
会
意
識
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
に
も
と
づ
い
て
解
明
し
た
研
究
は
少
な
い
。
本
研
究
の
目
的
は
、
全
国
調
査
デ
ー
タ
を

く
貢
献
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
性
別
、
地
域
別
の
分
析
も
行
い
、
不
公
平
感
の
規
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
、
地
域
に
よ
る
違
い
も
明
ら
か
に
す
る
。

ど
の
よ
う
な
政
策
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
解
明
で
き
れ
ば
、
社
会
階
層
と
社
会
意
識
研
究
の
発
展
に
つ
な
が
り
、
今
後
の
政
策
形
成
に
も
大
き

あ
る
。
ま
た
、
不
公
平
感
の
具
体
的
な
内
容
も
不
明
で
あ
る
。
日
本
人
の
社
会
意
識
論
は
各
種
あ
る
が
、
科
学
的
根
拠
の
な
い
日
本
人
論
も
数

は
、
男
性
の
管
理
職
は
⑬
％
だ
が
女
性
は
１
％
未
満
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
皿

重
要
だ
が
、
大
規
模
な
デ
ー
タ
を
用
い
た
、
社
会
意
識
の
地
域
別
の
分
析
は
、

１
．
４
仮
説

上
記
で
検
討
し
た
日
本
社
会
の
特
徴
を
考
え
る
と
、
社
会
意
識
の
構
造
は
、
農
村
部
と
都
市
部
と
で
大
き
く
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

ま
た
、
日
本
人
の
社
会
意
識
が
、
男
女
で
異
な
る
こ
と
は
、
既
に
多
く
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
社
会
的
地
位
と
役

割
の
代
表
的
指
標
で
あ
る
職
業
の
構
成
自
体
が
、
男
女
で
大
き
く
異
な
る
。
例
え
ば
一
九
九
五
年
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
（
Ａ
と
Ｂ
の
合
併
デ
ー
タ
）
で

で
不
公
平
感
の
規
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
、
以
下
の
よ
う
に
地
域
を
考
慮
し
た
仮
説
を
提
示
し
た
い
。

１
．
３
研
究
目
的

日
本
人
の
不
公
平
感
は
強
く
政
治
不
信
感
も
強
い
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
多
く
の
日
本
人
が
政
治
的
行
動
は
起
こ
さ
な
い
こ
と
は
事
実
で

閉
塞
感
仮
説

て
社
会
意
識
の
分
析
は
、
性
別
、
か
つ
地
域
別
に
分
析
す
る
こ
と
が

■
ｊ
Ｌ
１
Ｌ
▲
■
ｒ
か
一
凸
Ｉ
旺
少
Ｌ
■
。
．
ワ
０
』
二
．
Ｐ
４
ｄ
Ｐ
Ｐ
■
尾
日
名
ロ
山
Ｐ
。
■
■
■
＄
６
と
■
■
圧
Ｐ
土
足
Ｅ
Ｐ
１
Ⅱ
守
凸
Ⅱ
■
■
■
ロ
■
１
日
■
■
⑩
『
■
■
圧
■
ひ
ま
上
．
ｊ
■
▽
凸
凹
Ｐ
▲
■
け
■
・
ご
り
□
ぜ
□
■
ｑ
ｆ
ｇ
■
叶
己
昨
』
呼
守
弘
騨
率
承
‐
⑪
十
一
四
・
鵠
宇
世
ド
』
午
●
Ｔ
卜
、
８
日
ひ

こ
れ
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
の
で
あ
る
。

Ｉ
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題
を
感
じ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
都
市
部
住
民
は
、
環
境
や
福
祉
な
ど
の
脱
物
質
志
向
を
重
視
し
、
こ
の
よ
う
な
志
向
が
不
公
平
感
と
関

不
平
等
）
と
不
公
平
感

題
に
し
な
い
。
そ
の
た

⑤
脱
物
質
志
向
仮
説

ロ
〃
■
■
■
■
、
■
■
■
・
■
■
ｍ
Ｄ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
■
■
ロ
■
■
ｑ
△
■
●
・
■
■
■
■
■
‐
ｌ
■
■
Ⅱ
！
■
・
・
■
｜
■
■

都
市
部
住
民
は
、
物
質
的
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
が
、

(4) 都
市
部
住
民
は
、
物
質
的
に
は
恵

と
く
に
都
市
部
で
は
、
手
続
き
公
正

、
■
■
■
■
■
▽
。
●
■
■
Ｐ
Ⅱ
■
‐
。
■
■
■
ｇ
－
ｄ
ロ
ー
ー
ー
‐
０
ロ
ロ
ー
ー
ー
・
■
■
■
Ⅱ
■

都
市
部
住
民
は
、
物
質
的
に
は
恵
●
ま
れ
て
い
る
た
め
、
物
質
の
分
配
よ
り
●
も
、
公
正
な
手
続
き
に
よ
り
興
味
を
持
つ
者
が
多
い
。
そ
の
た
め
、

③
政
治
不
信
仮
説

も
強
い
。
自
己
の
個
人
的
な
境
遇
が
良
い
場
合
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
社
会
の
評
価
も
良
く
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
社
会
を
評
価
す
る
と
き
も
、
個
人
的
な
問
題
を
基
準
と
し
て
評
価
す
る
の
で
、
個
人
的
な
生
活
満
足
感
が
強
い
者
は
不
公
平
感

感
じ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
不
公
平
途

②
私
生
活
満
足
仮
説
（
自
己
正
当
化
仮
説
）

は
、
人
間
は
興
味
が
な
い
こ
と
は
重
視
し
な
い
た
め
、
都
市
部
住
民
は
大
規
模
な
社
会
で
の
問
題
は
重
視
せ
ず
、
個
人
的
問
題
が
重
要
で
あ
る
。

で
あ
る
。
都
市
部
の
社
会
は
巨
大
で
あ
り
、
自
分
の
外
部
の
大
き
な
社
会
に
は
あ
ま
り
興
味
を
持
た
な
い
こ
と
が
多
い
。
認
知
科
学
的
説
明
で

農
村
部
住
民
は
伝
統
的
に
、
平
等
主
義
的
価
値
観
が
強
く
不
平
等
を
嫌
う
た
め
、
農
村
部
で
は
と
く
に
、
分
配
公
正
（
社
会
の
現
状
の
各
種

都
市
部
住
民
に
は
西
洋
的
価
値
観
が
浸
透
し
て
お
り
個
人
主
義
的
志
向
が
強
い
た
め
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
個
人
的
な
生
活
満
足
が
重
要

農
村
部
に
は
、
伝
統
的
価
値
観
や
慣
習
が
多
く
存
在
す
る
た
め
、
農
村
部
住
民
は
、
古
い
慣
習
や
世
襲
の
多
さ
な
ど
の
、
社
会
の
閉
鎖
性
を

じ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
不
公
平
感
の
内
容
の
多
く
の
部
分
を
閉
塞
感
が
占
め
て
お
り
、
閉
塞
感
が
不
公
平
感
と
関
連
す
る
。

不
平
等
認
識
仮
説

と
不
公
平
感
が
関
連
す
る
。
都
市
部
住
民
は
西
洋
的
価
値
観
が
浸
透
し
て
い
る
た
め
実
力
主
義
志
向
が
強
く
、
不
平
等
を
あ
ま
り
問

い
。
そ
の
た
め
た
め
、
平
等
志
向
と
不
公
平
感
は
関
連
し
な
い
。

（
例
え
ば
政
治
の
し
く
み
の
問
題
）
と
不
公
平
感
が
関
連
す
る
。

過
密
の
た
め
の
日
常
生
活
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
や
他
者
へ
の
不
親
切
な
ど
精
神
的
な
問

３
６
．
０
６
０
■
凸
■
■
■
■
■
Ｏ
Ｉ
Ｂ
ｑ
Ｉ
Ｉ
●
０
９
－
－
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性
７
割
が

（
２
）

権
威
主
義
的
態
度
、
政
策
へ
の
士
心
向
な
ど
を
用
い
た
。

間
部
、
目
次
未
満
の
地
域
を
都
市
部
と
し
た
。
分
析
に
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
Ｂ
票
の
各
種
の
社
会
意
識
の
中
か
ら
、
不
公
平
感
、
生
活
満
足
感
、

３
．
１
男
女
別
の
集
計
結
果

図
１
の
不
公
平
感
に
関
す
る
一
九
九
五
年
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
の
結
果
で
は
、
日
本
人
の
社
会
に
対
す
る
不
公
平
感
は
強
く
、
男
性
の
約
６
割
、
女

３ 以
下
の
地
域
別
の
分
析
で
は
、

よ
》
っ
に
分
類
し
た
。
具
体
的
に
は
、

連
す
る
。
ま
た
、
女
ユ

問
題
に
興
味
が
あ
る
。

（
男
女
各
四
ｓ
の
人
）
を
抽
出
、
有
効
回
収
数
は
男
性
］
暖
国
人
と
女
性
］
急
画
、
合
計
の
回
収
率
は
①
『
」
次
だ
っ
た
。

日
本
全
国
の
加
歳
以
上
、
歳
末
満
の
男
女
、
層
化
三
段
無
作
為
抽
出
法
に
よ
り
、
全
国
の
三
一
一
一
六
地
点
よ
り
個
人
を
対
象
と
し
て
ｇ
呂
人

２
デ
ー
タ

分
析
に
用
い
る
デ
ー
タ
は
一
九
九
五
年
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
Ｂ
票
二
部
で
Ａ
票
も
分
析
）
で
あ
る
。
母
集
団
は
選
挙
人
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る

分
析
結
果

「
い
ま
の
世
の
中
は
不
公
平
」
と
答
え
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
図
２
の
よ
う
に
個
人
的
な
生
活
に
満
足
し
て
い
る
人
は
、
男
性
で
約

女
性
の
方
が
、
社
会
的
役
割
分
業
や
役
割
期
待
の
た
め
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、
よ
り
精
神
的
な

そ
の
た
め
、
女
性
は
脱
物
質
志
向
を
よ
り
重
視
し
、
こ
の
志
向
と
不
公
平
感
が
関
連
す
る
。

九
九
五
年
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
の
一
一
一
三
六
地
点
を
、
第
一
次
産
業
人
口
比
に
よ
り
、
人
口
が
ほ
ぼ
３
等
分
に
な
る

第
一
次
産
業
就
業
者
の
人
口
比
が
「
・
←
頚
以
上
の
地
域
を
農
村
部
、
］
・
『
ま
以
上
刃
今
次
未
満
の
地
域
を
中

’ 』
、軒・コ鐸・酔咄囎四・鐘〉朝．、・一再



9６

６
割
、
女
性
で
７
割
で
あ
る
。

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
つ

い
て
の
認
識
や
、
政
策
へ
の
志
向

に
関
す
る
結
果
が
図
３
で
あ
る
。

こ
れ
は
男
女
で
あ
ま
り
差
が
な
い

の
で
一
つ
の
図
を
提
示
し
た
。
初

め
の
２
問
が
政
治
不
信
に
関
す
る

問
で
あ
る
。
「
国
民
の
意
見
や
希

望
は
、
国
の
政
治
に
は
ほ
と
ん
ど

反
映
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
問

は
、
「
そ
う
思
う
」
「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
そ
う
思
う
」
を
合
わ
せ
て

６
割
以
上
が
そ
う
思
う
と
答
え
て

い
る
。
「
政
府
は
豊
か
な
人
を
増

税
し
て
で
も
福
祉
を
充
実
さ
せ
る

べ
き
」
と
い
う
回
答
は
男
女
と
も

６
割
を
越
え
、
再
分
配
政
策
へ
の

志
向
は
強
い
。
ま
た
、
資
産
格
差

男性

女性

40％ 60％0％ 20％ 80％ 100％

□公平だ囮だいたい公平だ園あまり公平でない曰公平でない国ＤＫ/NＡ

図１．「一般的にいって、いまの世の中は公平だと思いますか」
1995年ＳＳＭ調査ＡＢ票

ロロエ二口男性 １

’一詞壹女性 １

20％ 40％0％ 60％ 80％ 100％

図２．「あなたは生活全般に満足していますか、それとも不満ですか」
1995年ＳＳＭ調査ＡＢ票



１
１
丙

日本人の社会意識構造と地域間格差９７

国民の意見や希望は、国の政治にはほとんど反映され
ていない

今の政党の中には、慣頼のおけるものはない

政府は豊かな人からの税金を増やしてでも、恵まれな
い人への福祉を充実させるべきだ

今の日本では資産の格差が大きすぎる＊

これからは．物質的な豊かさよりも、心の豊かさやゆ
とりのある生活をすることに重きをおきたいと思う＊

これからは、経済成長よりも週境保護を重視した政治
を行うべきだ

本人の社会的地位は、家庭の豊かさや親の社会的地位
で決まっている＊

どんな学校を出たかによって人生がほとんど決まって
しまう

lOOOb

図ａ政策志向や社会への意織1995年ＳＳＭ調査Ｂ票
*のついた項目は、選択肢の言葉が「ややそう思う」など若干ことなる

関
連
は
な
い
。

る
。
女
性
の
農
村
部
で
も
、
若
干
、
□
【
ヘ
ヱ
ン
が
多
い
が
、
こ
れ

も
誤
差
範
囲
内
で
あ
ろ
う
。
表
面
的
に
は
、
地
域
と
不
公
平
感
は
、

閉
塞
感
の
問
と
し
て
用
い
る
。

居
住
地
域
と
社
会
不
公
平
感
の
関
連
に
つ
い
て
が
図
４
で
あ
る
。

男
性
で
は
、
都
市
部
の
方
が
、
若
干
、
公
平
と
い
う
回
答
が
多
い

よ
う
に
見
え
る
が
、
違
い
は
わ
ず
か
で
あ
り
誤
差
の
範
囲
内
で
あ

が
大
き
す
ぎ
る
と
い
う
回
答
も
多
く
、
不
平
等
に
問
題
を
感
じ
る

人
は
依
然
と
し
て
多
い
。
心
の
豊
か
さ
や
環
境
保
護
政
策
に
関
し

て
は
、
肯
定
的
意
見
が
非
常
に
多
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
親
の
社

会
的
地
位
の
重
要
さ
、
出
身
学
校
の
重
要
さ
な
ど
、
階
層
構
造
の

閉
鎖
性
に
関
す
る
問
は
、
賛
否
が
き
っ
抗
し
て
い
る
。
多
く
の
人
々

が
再
分
配
政
策
を
望
ん
で
い
る
こ
と
は
明
確
だ
が
、
階
層
固
定
化

や
教
育
問
題
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
政
策
が
今
後
、

望
ま
れ
る
か
は
微
妙
で
あ
る
。
最
後
の
２
つ
の
問
を
、
以
下
で
は

３
．
２
地
域
に
よ
る
不
公
平
感
規
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
違
い

不
公
平
感
が
起
こ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
た
め
に
、
共
分

ＩＣＩ⑥１０■■０１１１１１０１○ｌｌｄＪＩＩ勺。▽０１４９‐０００４。‐Ｕｌ００９００Ｉ－９０ｊ０９１ｊｄ００Ｉ７９９０００Ｃ０ⅡＪＪ００００ＩｊＩⅡ００－１０４－■■●０■１■－１■４，１１１‐ｌｇ１Ｉｒｌ：’７６－．１－ⅡＤ－ｒＩＤ『４０．３Ⅱ９１１‐４１０Ⅱ１０’０１１Ⅱ４０９Ⅱ□Ｏ１Ｈ００ｕ１ｌＩｌ‐
１
１
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馴

型
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9８

男性
農村部429人

中間部399人

都市部414人

女性

農村部470人

中間部487人

都市部505人

80％ 100％60％40％20％0％

ロ公平だ囮だいたい公平だ園あまり公平でない白公平でない国DK/NＡ

図４．「一般的にいって、いまの世の中は公平だと思いますか」
1995年ＳＳＭ調査ＡＢ票
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散
構
造
分
析
（
構
造
方
程
式
モ
デ
ル
）
を
行
っ
た
。
最
終
的
な
被
説
明
変
数
は
、
以
下
の
図
で
右
端
に
位
置
す
る
「
社
会
へ
の
不
公
平
感
」

（
図
１
で
見
た
よ
う
に
４
段
階
回
答
で
、
不
公
平
と
答
え
る
ほ
ど
数
字
が
大
き
い
）
で
あ
る
。
図
中
の
長
方
形
の
変
数
は
観
測
変
数
（
現
実
の

質問項目）、楕円の変数は潜在変数（因子）である。左から右に、原因から結果の因果関係の流れとなっている。説明変
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Ｔ
ｉ
１
Ｉ
ｉ

１００

質
志
向
因
子
と
「
福
祉
充
実
す
べ
き
」

分
析
結
果
を
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
、

（
３
）

考
慮
Ｉ
し
た
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
一
」
の
モ
デ
ル
を
以
下
で
２
＋
５
水
準
モ
デ
ル
と
呼
ぶ
。

向
の
因
子
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
不
公
平
感
を
加
え
た
５
水
準
の
変
数
を
用
い
た
。
さ
ら
に
、
地
域
と
性
別
を
考
慮
し
て
い
る
の
で
、
７
水
準
を

数
と
し
て
用
い
た
の
は
、
Ⅲ
基
本
属
性
（
年
齢
、
教
育
年
数
、
保
有
資
産
数
で
測
定
し
た
経
済
的
資
源
）
、
②
関
係
的
資
源
（
有
力
者
と
の
つ

き
あ
い
が
あ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
質
問
か
ら
構
成
し
た
潜
在
変
数
）
、
③
権
威
主
義
意
識
（
４
つ
の
質
問
項
目
か
ら
構
成
し
た
因
子
で
あ
り
、

個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
関
わ
る
も
の
）
、
仰
社
会
の
諸
側
面
へ
の
意
識
（
私
生
活
評
価
、
閉
塞
感
、
政
治
不
信
、
平
等
志
向
、
脱
物
質
志

と
し
て
２
つ
の
パ
ス
に
つ
い
て
固
定
母
数
を
ｌ
と
し
た
。
そ
の
部
分
は
図
で
パ
ス
を
太
線
と
し
た
。
ま
た
、
図
皿
の
都
市
部
女
性
の
み
、
脱
物

な
パ
ス
の
み
が
存
在
す
る
結
果
を
採
用
し
た
。
最
終
的
な
結
果
が
、
図
５
か
ら
図
ｍ
で
あ
る
。
今
回
の
分
析
で
は
、
誤
差
間
相
関
は
設
定
し
て

幻
三
闇
シ
は
ど
の
図
で
も
肺
以
下
で
あ
り
、
無
駄
に
複
雑
な
部
分
は
な
い
。
２
＋
５
水
準
モ
デ
ル
は
、
十
分
に
変
数
間
の
関
連
を
説
明
し
て
お

り
、
妥
当
な
モ
デ
ル
だ
と
言
え
る
。
図
５
の
農
村
部
男
性
で
は
、
図
右
端
の
不
公
平
感
へ
の
矢
印
を
見
る
と
、
政
治
不
信
か
ら
の
矢
印
の
規
定

力
が
．
色
と
も
っ
と
も
大
き
い
。
多
く
の
他
の
地
域
も
同
様
で
あ
る
。
政
治
不
信
を
強
く
規
定
す
る
の
は
年
齢
で
’
・
閨
と
負
の
規
定
力
が
あ
る
。

つ
ま
り
若
い
ほ
ど
政
治
不
信
が
強
い
。
図
５
の
農
村
部
男
性
で
は
、
不
公
平
感
を
規
定
す
る
メ
イ
ン
パ
ス
は
、
低
年
齢
↓
高
政
治
不
信
↓
不
公

平
感
で
あ
る
。
農
村
部
で
は
、
閉
塞
感
の
規
定
力
が
．
ｇ
と
強
い
の
が
１
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
農
村
部
住
民
の
不
公
平
感
の
内
容
と
し
て
、
閉

た
、
ど
の
モ
デ
ル
で
も
、
モ
デ
ル
全
体
の
適
合
度
係
数
は
良
い
。
シ
○
国
は
す
べ
て
Ｐ
ｇ
以
上
で
、
モ
デ
ル
の
複
雑
性
を
評
価
す
る
係
数

て
、
因
子
か
ら
観
測
変
数
へ
の
１
つ
の
パ
ス
を
固
定
母
数
ｌ
と
す
る
と
、
因
子
か
ら
他
の
変
数
へ
の
パ
ス
が
有
意
で
な
か
っ
た
の
で
、
初
期
値

い
な
い
し
と
く
に
無
理
な
仮
定
を
設
け
て
い
な
い
の
で
、
通
常
型
の
パ
ス
解
析
と
同
様
の
モ
デ
ル
と
考
え
て
よ
い
。
た
だ
し
一
部
の
図
に
お
い

初
め
は
、
考
え
ら
れ
る
す
べ
て
の
パ
ス
を
設
定
し
、
そ
の
後
、
統
計
的
に
有
意
で
な
い
パ
ス
を
除
い
て
分
析
を
繰
り
返
し
、
最
終
的
に
有
意

男
女
別
の
３
地
域
、
計
６
つ
の
分
析
す
べ
て
で
、
政
治
不
信
（
外
的
有
効
感
）
の
規
定
力
が
強
い
。
ま

の
パ
ス
が
有
意
で
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
パ
ス
は
設
定
し
な
か
っ
た
。
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威
主
義
が
負
の
規
定
力
を
持
ち
、
経
済
的
資
源
が
正
の
直
接
効
果
を
持
つ
の
も
特
徴
で
あ
る
。

い
う
特
徴
が
あ
る
。
都
市
部
で
は
平
等
志
向
が
、
よ
り
重
要
な
よ
う
だ
。
ま
た
、
私
生
活
評
価
か
ら
不
公
平
感
へ
の
パ
ス
が
ん
①
と
、
他
の
地

域
と
比
べ
て
か
な
り
大
き
い
。
つ
ま
り
、
都
市
部
で
は
、
私
生
活
評
価
と
不
公
平
感
が
、
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
権

育
年
数
か
ら
‘
．
ｇ
の
直
接
効
果
が
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
高
学
歴
ほ
ど
不
公
平
感
は
低
い
。

主
義
か
ら
の
直
接
効
果
も
‐
・
農
あ
る
。
そ
の
他
、
農
村
部
で
は
、
不
公
平
感
へ
の
多
く
の
パ
ス
が
存
在
し
、
平
等
志
向
、
私
生
活
評
価
、
経
済

的
資
源
、
教
育
年
数
も
有
意
な
規
定
力
を
持
つ
。
農
村
部
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
、
不
公
平
感
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

図
６
の
中
間
部
男
性
は
、
不
公
平
感
に
さ
さ
る
パ
ス
が
少
な
く
、
こ
の
地
域
で
は
、
不
公
平
感
を
規
定
す
る
要
因
が
少
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

源
か
ら
不
公
平
感
へ
の
正
の
直
接
効
果
が
あ
る
の
も
こ
の
モ
デ
ル
の
特
徴
で
あ
る
。
有
力
者
と
の
人
間
関
係
を
持
つ
人
ほ
ど
不
公
平
感
が
強
い

の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
私
生
活
評
価
や
年
齢
な
ど
も
有
意
な
規
定
力
が
あ
り
、
不
公
平
感
へ
多
く
の
パ
ス
が
あ
る
。

図
９
の
中
間
部
女
性
は
権
威
主
義
の
規
定
力
が
．
・
堂
と
も
っ
と
も
強
く
、
権
威
主
義
的
な
人
は
不
公
平
感
が
低
い
と
い
う
関
連
が
あ
る
。
ま

主
義
的
な
こ
と
を
重
視
し
な
い
人
は
、
社
会
の
問
題
を
感
じ
な
い
よ
う
だ
。
逆
に
言
う
と
、
物
質
主
義
的
な
こ
と
を
気
に
す
る
人
は
、
農
村
部

政
治
不
信
の
規
定
力
が
も
っ
と
も
大
き
く
、
私
生
活
評
価
が
負
の
規
定
力
を
持
つ
こ
と
は
他
の
地
域
と
同
じ
で
あ
る
。
中
間
部
男
性
で
は
、
教

塞
感
が
存
在
す
る
。
低
学
歴
↓
高
権
威
主
義
↓
高
閉
塞
感
↓
不
公
平
感
と
い
う
パ
ス
が
、
農
村
部
の
も
う
一
つ
の
メ
イ
ン
パ
ス
で
あ
る
。
権
威

た
、
平
等
志
向
も
・
色
と
、
ほ
ぼ
同
様
の
規
定
力
を
持
つ
。
政
治
不
信
、
閉
塞
感
、
私
生
活
評
価
な
ど
も
有
意
な
規
定
力
が
あ
る
。
関
係
的
資

の
貧
し
さ
な
ど
、
現
在
の
社
会
の
問
題
を
気
に
す
る
と
い
う
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。
政
治
不
信
も
他
の
図
と
同
様
規
定
力
を
持
つ
。
関
係
的
資

図
８
の
農
村
部
女
性
で
は
、
平
》

に
不
公
平
感
が
規
定
さ
れ
る
の
が
、

図
７
の
都
市
部
男
性
は
、
平
等
志
向
の
因
子
が
合
と
も
っ
と
も
大
き
い
規
定
力
を
持
ち
、
平
等
志
向
が
強
い
人
ほ
ど
不
公
平
感
が
強
い
と

平
等
志
向
が
も
っ
と
も
規
定
力
が
大
き
く
園
で
あ
る
。
次
に
脱
物
質
志
向
の
’
・
患
が
大
き
く
、
脱
物
質
志
向

こ
の
地
域
の
女
性
の
特
徴
で
あ
る
。
脱
物
質
志
向
が
強
い
人
は
不
公
平
感
が
低
い
。
農
村
部
女
性
で
物
質
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〃
源
の
か
わ
り
に
教
育
年
数
が
直
接
効
果
を
持
つ
の
も

Ｉ

図
、
の
都
市
部
女
性
は
政
治
不
信
と
平
等
志
向
の
規
定
力
が
強
い
。
私
生
活
評
価
、
関
係
的
資
源
も
有
意
な
規
定
力
を
持
つ
。
関
係
的
資
源

は
、
農
村
部
女
性
と
同
様
、
正
の
直
接
効
果
が
あ
る
。
た
だ
不
公
平
感
の
決
定
係
数
（
重
回
帰
分
析
の
勾
鱒
）
が
・
巴
と
女
性
の
中
で
も
っ
と
も
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噸
意
見
も
強
い
。
そ
し
て
、
豊
か
な
人
々
へ
の
増
税
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
福
祉
な
ど
再
分
配
政
策
を
求
め
る
意
見
は
強
い
の
で
あ
る
・
最
近
の

社
会
と
言
わ
れ
て
来
た
が
、
３
．
１
で
見
た
よ
う
に
、
全
国
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
「
今
の
日
本
で
は
資
産
の
格
差
が
大
き
す
ぎ
る
」
と
い
う

人
で
、
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
年
齢
層
に
よ
っ
て
も

４
●

１

で
も
、
都
市
部
女
性
の
全
体
像
の
平
均
を
表
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か

し
今
回
の
デ
ー
タ
で
は
、
こ
れ
以
上
分
割
す
る
に
は
、
人
数
が
十
分
で

不
公
平
感
の
規
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
異
な
る
だ
ろ
う
。
図
汕
は
、
あ
く
ま

と
い
う
こ
と
も
、
重
要
な
知
見
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
都
市
部
女
性
に
は
、

不
公
平
感
を
規
定
す
る
他
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
存
在
す
る
か
、
あ
る
い
は
、

都
市
部
女
性
は
多
様
な
た
め
、
さ
ら
に
デ
ー
タ
を
分
割
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
か
、
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
女
性
に
は
、
常
勤
、
非
常
勤
、

無
職
の
人
が
い
る
し
、
無
職
で
も
、
裕
福
な
専
業
主
婦
と
そ
う
で
な
い

は
な
い
。

４
結
論

低
く
、
こ
の
モ
デ
ル
で
は
不
公
平
感
を
説
明
で
き
な
い
部
分
が
大
き
い

日
本
人
は
、
現
在
の
社
会
を
否
定
的
に
と
ら
え
て
お
り
、
過
半
数
の
人
が
社
会
を
不
公
平
と
答
え
る
。
日
本
は
先
進
諸
国
の
中
で
は
平
等
な

社
会
不
公
平
感
の
内
容
と
政
策
志
向

ｉｉｉｉ１ｉ露
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１０４

閉
塞
感
は
、
単
純
集
計
レ
ベ
ル
で
は
強
く
な
い
が
、
農
村
和

か
つ
た
が
、
多
く
の
地
域
で
不
公
平
感
を
規
定
し
て
い
る
。

本
属
性
、
関
係
的
資
源
、
権
威
主
義
意
識
、
諸
側
面
へ
の
意
識
と
、
不
公
平
感
を
考
慮
し
た
２
＋
５
水
準
モ
デ
ル
を
用
い
て
分
析
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
３
．
２
で
述
べ
た
よ
う
に
、
農
村
部
男
性
は
、
政
治
不
信
や
平
等
志
向
も
不
公
平
感
に
対
し
て
規
定
力
が
あ
る
が
、
そ
の
他
に
、

閉
塞
感
が
強
い
ほ
ど
、
ま
た
反
権
威
主
義
的
な
人
ほ
ど
、
不
公
平
感
が
強
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
閉
塞
感
仮
説
の
予
想
通
り
で
あ
る
。

持
た
な
い
も
の
も
多
い
。
ま
た
、
男
女
で
社
会
的
役
割
分
業
や
意
識
が
違
う
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
地
域
と
性
別
の
他
、
基

値
観
と
し
て
の
平
等
主
義
志
向
や
、
濃
密
な
人
間
関
係
が
残
っ
て
い
る
。
都
市
部
住
民
は
、
実
力
主
義
志
向
が
強
く
、
近
隣
と
の
人
間
関
係
を

次
大
戦
後
の
日
本
で
は
、
急
激
な
都
市
部
へ
の
人
口
移
動
と
産
業
化
が
あ
っ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
農
村
部
に
は
現
在
で
も
、
伝
統
的
価

４
．
２
地
域
と
性
別
に
よ
る
不
公
平
感
の
規
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
違
い

政
治
不
信
の
よ
う
な
手
続
き
公
正
に
関
し
て
、
人
々
は
よ
り
問
題
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

感
の
内
容
と
し
て
は
、
政
治
シ
ス
テ
ム
へ
の
不
信
が
も
っ
と
も
大
き
な
部
分
を
占
め
る
よ
う
だ
。
日
本
社
会
に
関
し
て
は
、
分
配
公
正
よ
り
も
、

日
本
は
、
実
力
主
義
や
受
益
者
負
担
の
原
則
が
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
現
在
で
も
、
平
等
志
向
（
再
分
配
政
策
を
求
め
る
志
向
）
は
、
か

な
り
強
い
と
言
え
る
。
ま
た
、
心
の
豊
か
さ
や
環
境
重
視
な
ど
、
脱
物
質
志
向
と
関
連
す
る
問
へ
の
賛
成
意
見
は
、
図
３
で
見
た
よ
う
に
か
な

り
強
い
。
親
の
地
位
の
重
要
性
な
ど
閉
塞
感
に
つ
い
て
は
、
賛
否
が
割
れ
て
い
る
。

３
．
２
で
述
べ
た
よ
う
に
、
多
く
の
地
域
で
社
会
不
公
平
感
と
強
く
関
連
す
る
の
は
政
治
不
信
、
平
等
志
向
、
私
生
活
評
価
で
あ
り
、
不
公

平
感
の
内
容
と
し
て
こ
れ
ら
の
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
政
治
不
信
は
、
ど
の
地
域
で
も
不
公
平
感
と
強
く
関
連
す
る
。
不
公
平

表
面
的
に
は
、
ど
の
地
域
で
も
不
公
平
感
は
強
い
が
、
不
公
平
感
の
規
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
地
域
に
よ
り
か
な
り
異
な
る
。
こ
れ
は
、
第
一

農
村
部
で
は
、
不
公
平
感
と
関
連
し
て
い
る
。
権
威
主
義
の
直
接
効
果
は
予
想
し
て
い
な
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日
の
た
め
に
、
社
会
に
何
ら
か
の
問
題
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。

関
係
的
資
源
を
保
有
す
る
こ
と
は
、
農
村
部
と
都
市
部
の
女
性
で
、
不
公
平
感
へ
の
正
の
規
定
力
を
持
つ
。
有
力
者
と
の
つ
き
あ
い
が
日
常

的
に
あ
る
女
性
は
、
自
分
か
夫
の
社
会
的
地
位
の
高
い
女
性
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
は
、
経
済
的
に
は
豊
か
で
私
生
活
に
は
満
足

年
齢
が
不
公
平
感
に
直
接
効
果
を
持
つ
の
も
、
農
村
部
女
性
の
特
徴
で
あ
る
。
高
齢
の
女
性
は
、
こ
の
モ
デ
ル
で
は
取
り
あ
げ
て
い
な
い
要
因

平
感
と
関
連
し
て
い
る
。
脱
物
質
志
向
仮
説
は
あ
る
程
度
は
正
し
い
が
、
都
市
部
で
は
不
公
平
感
へ
の
有
意
な
規
定
力
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、

村
部
は
、
比
較
的
み
ん
な
平
等
で
あ
る
の
に
対
し
、
都
市
部
の
方
が
、
格
差
を
感
じ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
格
差
の
認
識
と
不
公
平
感
と
が
結

び
つ
い
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
農
村
部
と
都
市
部
の
男
性
は
、
経
済
的
資
産
と
が
不
公
平
感
に
対
し
て
直
接
効
果
を
持
ち
、
財
産

し
れ
な
い
。

を
持
つ
人
ほ
ど
不
公
平
感
が
強
い
。
裕
福
な
人
が
不
公
平
感
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
後
の
社
会
変
動
へ
の
要
因
と
な
る
か
も

政
治
不
信
の
規
定
力
も
大
き
い
が
、
こ
れ
は
農
村
部
も
同
様
で
あ
り
、
都
市
部
で
政
治
不
信
が
不
公
平
感
を
、
と
く
に
強
く
規
定
し
て
は
い
な
い
。

難
し
い
の
で
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
考
慮
す
る
よ
り
は
、
個
人
的
な
生
活
の
満
足
感
に
も
と
づ
い
て
社
会
の
公
平
さ
を
判
断
し
て
い
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
個
人
的
な
生
活
満
足
と
社
会
不
公
平
感
に
統
計
的
に
有
意
な
関
連
が
あ
る
こ
と
は
一
つ
の
知
見
で
あ
る
。

遇
に
満
足
し
て
い
る
人
は
社
会
の
評
価
も
高
い
の
で
あ
る
。
一
種
の
自
己
正
当
化
を
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
他
の
解
釈
と
し
て
は
、
都
市

部
で
は
個
人
主
義
的
価
値
観
が
広
ま
っ
て
お
り
、
私
生
活
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
い
た
め
、
私
生
活
の
評
価
が
重
要
で
あ
り
、
社
会
全
体
の
評

価
に
も
結
び
つ
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
都
市
部
の
社
会
は
巨
大
で
あ
り
、
個
人
が
、
社
会
全
体
を
考
慮
し
て
判
断
す
る
こ
と
は

女
性
は
ど
の
地
域
で
も
、
平
等
志
向
と
政
治
不
信
が
不
公
平
感
を
強
く
規
定
し
て
い
た
。
た
だ
し
脱
物
質
志
向
は
、
農
村
部
女
性
の
み
不
公

都
市
部
で
は
、
平
等
志
向
と
不
公
平
感
が
、
農
村
部
よ
り
も
強
く
関
連
し
て
お
り
、
こ
れ
は
不
平
等
認
識
仮
説
と
は
逆
の
結
果
だ
っ
た
。
農

都
市
部
男
性
は
、
１
．
３
に
お
い
て
私
生
活
満
足
仮
説
で
予
想
し
た
通
り
、
私
生
活
満
足
が
強
い
人
は
不
公
平
感
が
弱
か
っ
た
。
自
分
の
境

’
－
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１
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目
的
変
数
で
あ
る
、
社
会
へ
の
不
公
平
感
自
体
を
因
子
に
し
て
分
析
で
き
れ
ば
、
よ
り
モ
デ
ル
の
適
合
度
は
上
が
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
今
後

世
代
間
移
動
や
地
域
移
動
、

較
も
課
題
で
あ
る
。
現
在
皿

域
で
３
分
割
し
て
か
つ
従
業
上
の
地
位
に
つ
い
て
分
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
配
偶
者
の
社
会
的
地
位
な
ど
も
考
慮
し
た
分
析
も
必
要
だ
ろ
う
。

信
や
閉
塞
感
に
関
す
る
政
策
の
方
が
、
よ
り
実
現
さ
れ
や
す
い
だ
ろ
う
。

都
市
部
で
は
、
格
差
是
正
の
た
め
の
平
等
政
策
が
、
望
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
た
だ
、
農
村
部
住
民
の
方
が
政
治
参
加
が
多
い
し
、
日
本
に
は

種
類
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
志
向
と
関
連
す
る
よ
う
な
政
治
改
革
や
、
再
分
配
政
策
が
、
多
く
の
人
々
に
望
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
と
く
に

較
も
課
題
で
あ
る
。
現
在
は
、
他
国
で
日
本
と
同
様
の
質
問
項
目
は
あ
ま
り
な
い
が
、
意
識
や
行
動
の
国
際
比
較
は
、
今
後
、
よ
り
重
要
で
あ

ろ
う
。
地
域
に
よ
る
社
会
意
識
構
造
の
違
い
は
、
他
国
で
も
見
ら
れ
る
の
か
な
ど
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
最
終
的
な

本
研
究
に
よ
り
、
社
会
意
識
の
構
造
は
、
農
村
部
と
都
市
部
で
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
。
こ
の
点
が
、
日
本
人
の
社
会
意
識
の

大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
全
般
的
に
、
政
治
不
信
と
平
等
志
向
は
、
ど
の
地
域
で
も
不
公
平
感
と
関
連
が
強
い
。
ま
た
、
政
策
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

し
て
い
た
と
し
て
も
（
実
際
、
経
済
的
資
源
は
、
関
係
的
資
源
と
私
生
活
評
価
の
両
方
と
統
計
的
に
有
意
な
関
連
が
あ
る
）
、
不
公
平
感
が
強

い
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
女
性
は
、
実
力
が
あ
っ
て
も
女
性
は
昇
進
で
き
な
い
、
自
分
の
実
力
を
発
揮
す
る
機
会
が
な
い
な
ど
、
何
ら
か
の

社
会
の
問
題
を
感
じ
て
い
る
人
々
と
考
え
ら
れ
る
。
関
係
的
資
源
が
多
い
女
性
は
政
治
的
影
響
力
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
不
公
平
感
も
強

（
４
）

い
。
影
響
力
が
強
い
人
々
が
、
社
会
の
変
化
を
望
ん
で
お
り
、
ム
マ
後
の
社
会
の
変
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

る
し
、
常
時
雇
用
、
臨
時
雇
用
、
無
職
の
３
つ
に
分
け
て
分
析
す
れ
ば
、
よ
り
明
確
な
結
果
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
現
状
で
は
、
地

の
課
題
で
あ
る
。

一
票
の
格
差
の
問
題
も
あ
り
、
農
村
部
の
意
見
が
、
国
政
に
よ
り
反
映
さ
れ
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
農
村
部
住
民
が
問
題
と
考
え
る
、
政
治
不

今
後
の
課
題
と
し
て
、
ま
ず
、
女
性
の
社
会
意
識
構
造
を
よ
り
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
女
性
の
無
職
は
４
割
ほ
ど
存
在
す

領
域
別
の
不
公
平
感
を
考
慮
し
た
分
析
も
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
他
国
と
の
不
公
平
感
や
政
策
志
向
の
比
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（
３
）
例
え
ば
私
生
活
評
価
は
、
「
あ
な
た
は
生
活
全
般
に
満
足
し
て
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
不
満
で
す
か
」
と
「
あ
な
た
の
生
活
水
準
は
、
こ
の
皿
年

（
２
）
意
識
の
分
析
に
は
、
一
九
九
五
年
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
Ｂ
票
の
中
の
、
問
羽
－
１
（
社
会
不
公
平
感
）
、
問
珊
（
生
活
水
準
変
化
）
、
問
師
（
生
活
満
足

（
１
）
た
だ
し
地
域
間
格
差
は
、
イ
タ
リ
ア
や
韓
国
、
中
国
な
ど
、
急
激
に
産
業
化
が
す
す
ん
だ
国
に
お
い
て
、
よ
く
見
ら
れ
る
問
題
で
あ
り
、
必
ず

注

識
）
、
問
扣
ａ
（
規
制
緩
和
）
と
．
（
政
治
家
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）
、
ｆ
（
保
革
自
己
イ
メ
ー
ジ
）
は
、
他
の
問
と
比
べ
異
質
で
あ
り
無
回
答
も

多
い
た
め
、
分
析
に
用
い
な
か
っ
た
。
他
の
社
会
意
識
項
目
の
、
問
〃
（
生
活
価
値
意
識
）
と
問
鯛
（
性
別
役
割
意
識
）
、
問
調
１
２
（
領
域
別
不

間
で
ど
う
変
わ
り
ま
し
た
か
」
と
い
う
２
つ
の
質
問
項
目
か
ら
、
閉
塞
感
は
「
親
の
地
位
が
重
要
」
と
「
学
校
で
人
生
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
」
と

公
平
感
）
も
、
政
策
志
向
と
性
質
が
異
な
る
た
め
分
析
に
用
い
な
か
っ
た
。
質
問
文
に
つ
い
て
詳
し
く
は
一
九
九
五
年
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
コ
ー
ド
・
ブ
ッ

識
）
を
分
析
に
用
い
た
。
た
だ
し
問
泌
ａ
（
他
人
に
追
い
越
さ
れ
そ
う
な
不
安
）
と
問
釦
ａ
か
ら
ｅ
（
女
性
と
仕
事
、
お
よ
び
学
歴
に
関
す
る
意

感
）
、
問
肥
（
自
己
評
価
や
心
の
豊
か
さ
）
、
釦
（
日
本
社
会
に
つ
い
て
の
意
見
）
、
問
調
（
政
治
的
有
効
性
感
覚
と
権
威
主
義
）
、
問
仙
（
政
治
意

定
化
に
向
か
う
可
能
性
も
あ
る
。

急
速
な
地
域
移
動
は
、
既
に
終
息
し
て
い
る
し
、
産
業
構
造
の
変
動
も
以
前
ほ
ど
急
激
で
は
な
い
。
日
本
も
近
い
将
来
、
他
の
先
進
諸
国
と
同
様

い
う
２
項
目
か
ら
構
成
し
た
潜
在
変
数
（
因
子
）
で
あ
る
。
基
本
属
性
は
、
年
齢
の
よ
う
な
人
口
統
計
学
的
な
も
の
と
、
そ
の
他
の
社
会
的
資
源

ク
を
参
照
。
デ
ー
タ
使
用
に
あ
た
り
一
九
九
五
Ｓ
Ｓ
Ｍ
研
究
会
の
許
可
を
得
た
。

が
問
題
で
あ
る
。
ま
た
北
米
や
南
米
な
ど
の
移
民
国
家
で
は
、
職
業
よ
り
も
人
種
間
格
差
が
問
題
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
日
本
で
の
都
市
部
へ
の

し
も
日
本
の
み
が
特
殊
な
わ
け
で
は
な
い
。
急
激
な
産
業
化
が
既
に
終
息
し
た
多
く
の
先
進
諸
国
で
は
、
地
域
間
格
差
よ
り
も
、
職
業
間
の
格
差

に
、
さ
ら
に
分
け
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
モ
デ
ル
を
シ
ン
プ
ル
に
す
る
た
め
に
あ
え
て
分
け
な
か
っ
た
。
分
析
で
は
□
【
ミ
ン
は
す
べ
て
除
い
た
。

に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
非
一
貫
性
や
日
本
の
平
等
性
は
、
急
激
な
社
会
変
動
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
一
時
的
な
現
象
で
あ
り
、
今
後
は
階
層
固

’
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今
田
高
俊
・
原
純
輔
一
九
七
九
「
社
会
的
地
位
の
一
貫
性
と
非
一
貫
性
」
。
富
永
健
一
編
著
、
『
日
本
の
階
層
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会
。

橋
本
健
二
二
○
○
｜
『
階
級
社
会
日
本
』
青
木
書
店
。

句
一
四
コ
四
ｍ
ロ
ゴ
・
の
８
一
一
○
・
』
①
、
画
・
薑
三
８
ｍ
こ
『
】
。
、
く
四
一
Ｅ
の
ｎ
．
自
由
の
ヨ
ン
ロ
く
ロ
ゴ
。
且
ヨ
ロ
ロ
の
（
『
一
口
一
の
。
。
］
⑦
ど
の
い
葛
０
．
冒
己
日
日
ざ
③
再
）
へ
菖
日
』
②
冒
巨
苛
的
］
、
⑰
①
，

●

句
一
口
ゴ
ロ
、
ロ
ロ
マ
の
ｎ
ｏ
言
○
・
］
の
『
Ｐ
Ｅ
ご
回
一
こ
の
ロ
コ
ロ
コ
、
の
口
ロ
ロ
ロ
ロ
『
こ
い
ロ
ゴ
ｎ
．
ｐ
ｐ
ｍ
の
ご
］
ロ
ロ
ロ
ロ
．
ご
Ｄ
Ｃ
冒
己
日
日
ざ
⑮
串
｛
）
（
（
毎
ロ
ロ
ヘ
吻
冒
旦
荷
②
巨
憧
、
四
・
函
『
、
．

『
ロ
、
一
の
ゴ
ロ
『
一
．
幻
・
口
四
一
・
・
］
①
ｇ
・
ｏ
Ｅ
（
ミ
⑬
②
吝
鷺
費
」
号
§
ｇ
ミ
ヨ
目
的
ミ
ミ
の
○
○
詩
巨
石
『
ご
り
の
一
・
コ
ロ
ョ
く
の
『
の
】
ご
で
『
の
⑪
⑫
．
Ⅱ
村
山
皓
・
富
沢
克
・
武
重

】
。
、
｜
の
ゴ
ロ
『
戸
幻
●
目
一
□
・
己
。
．
『
鳶
思
』
⑮
菖
宛
ｇ
ｏ
』
ミ
ミ
涙
で
『
ヨ
８
８
コ
ご
ロ
ー
く
の
『
の
一
［
望
で
『
の
い
め
。
Ⅱ
一
一
一
宅
一
郎
・
金
丸
輝
男
。
富
沢
克
訳
。
一
九
七
八
『
静

（
４
）
今
回
の
分
析
で
は
、
抽
象
的
な
公
平
理
論
は
、
あ
ま
り
役
に
た
た
な
か
っ
た
。
社
会
の
ど
の
分
野
に
関
し
て
不
公
平
感
が
強
い
の
か
、
不
公
平

引
用
文
献

か
な
る
革
命
ｌ
政
治
意
識
と
行
動
様
式
の
変
化
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

構
造
の
説
明
に
は
有
効
で
な
い
よ
う
だ
。

］
国
②
。

公
平
理
論
や
数
理
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
説
明
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
筆
者
の
意
見
で
は
、
数
理
モ
デ
ル
は
、
秩
序
の
説
明
に
は
役
に
立
つ
が
、

感
の
規
定
因
と
し
て
、
な
ぜ
地
域
を
分
け
て
か
ら
分
析
し
た
方
が
よ
い
の
か
、
な
ぜ
不
公
平
感
の
他
に
４
水
準
が
重
要
な
の
か
等
に
つ
い
て
を
、

政
治
的
無
力
感
（
内
的
有
効
感
）
の
因
子
も
存
在
し
た
が
、
政
治
不
信
の
因
子
と
内
容
が
似
て
お
り
、
相
互
の
関
連
が
強
い
た
め
、
今
回
の
分
析

従
来
型
の
探
索
的
因
子
分
析
で
は
、
お
お
む
ね
５
つ
の
因
子
が
見
い
だ
さ
れ
た
の
で
、
諸
側
面
へ
の
意
識
と
し
て
こ
の
５
つ
を
用
い
た
。
そ
の
他
、

で
は
用
い
な
か
っ
た
。

Ｉ



１

日本人の社会意識樹造と地域間格差１０９

’’’’１‐－‐１１‐ｌｄｌｌＩ‐－１‐１－１，‐１１１１４１‐ｌ‐１－‐１’１‐１１‐

海
野
道
郎
編
二
○
○
○
『
日
本
の
階
層
シ
ス
テ
ム
２
公
平
感
と
政
治
意
識
』
東
京
大
学
出
版
会
。

佐
藤
俊
樹
二
○
○
○
『
不
平
等
社
会
日
本
ｌ
さ
よ
な
ら
総
中
流
』
中
央
公
論
新
社
。

斎
藤
友
里
子
一
九
九
八
「
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
の
社
会
学
」
。
高
坂
健
次
・
厚
東
洋
輔
編
、
『
講
座
社
会
学
１
理
論
と
方
法
』
東
京
大
学
出
版
会
。

織
田
輝
哉
・
阿
部
晃
士
二
○
○
○
「
不
公
平
感
は
ど
の
よ
う
に
生
じ
る
の
か
Ｉ
生
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
」
．
海
野
道
郎
編
、
『
日
本
の
階
層
シ
ズ

織
田
輝
哉
一
九
九
八
「
不
公
平
感
の
生
成
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
ー
な
ぜ
属
性
・
社
会
的
地
位
は
不
公
平
感
と
結
び
つ
か
な
い
の
か
」
。
宮
野
勝
編
、
『
ｓ
ｓ

宮
野
勝
編
一
九
九
八
『
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
シ
リ
ー
ズ
８
公
平
感
と
社
会
階
層
』
’
九
九
五
年
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
研
究
会
。

三
宅
一
郎
一
九
八
五
『
政
党
支
持
の
分
析
』
創
文
社
。

片
瀬
一
男
・
海
野
道
郎
二
○
○
○
「
無
党
派
層
は
政
治
に
ど
う
関
わ
る
の
か
ｌ
無
党
派
層
の
変
貌
と
政
治
参
加
の
行
方
」
・
海
野
道
郎
編
、
『
日
本

【
一
口
の
、
の
一
・
］
四
ョ
の
⑫
宛
．
．
□
四
く
区
の
・
二
四
８
コ
ロ
ゴ
已
国
の
『
己
乏
の
、
の
。
①
『
の
Ｑ
の
．
］
の
①
ｍ
・
の
Ｃ
ａ
巨
一
巨
豊
８
§
巨
弔
さ
（
葛
日
一
○
香
§
殉
国
Ｐ
Ｓ
へ
胃
（
〕
頁
討
ｓ
司
冒

旨
い
一
の
ゴ
ロ
『
戸
幻
。
ｐ
四
一
二
陣
の
。
。
耳
○
句
一
四
二
口
、
口
。
』
⑪
②
『
・
陰
ご
Ｐ
一
口
の
○
コ
四
コ
、
の
冒
旨
・
巨
の
（
『
旨
一
の
。
。
｝
の
（
一
の
印
．
ご
邑
冒
⑯
ユ
ロ
ロ
討
弔
宍
）
』
（
罫
）
貝
②
。
冒
菖
８
宛
の
＆
国
已
⑭
』
皿

］
色
、
の
Ｐ
の
巨
三
の
『
ヨ
ヨ
四
・
〕
の
①
Ｐ
・
←
四
○
三
日
ロ
。
ゴ
ヨ
］
Ｅ
の
〔
一
。
①
一
ｍ
（
。
①
『
の
ご
Ｓ
の
毛
。
『
一
旦
勺
亟
弓
看
。
。
の
三
旨
、
ご
Ｃ
の
ご
○
の
〆
の
、
。
ｇ
淫
冒
の
『
計
ロ
ヨ
の
Ｃ
ａ
○
へ
Ｃ
、
胃
巳

〔
貢
頁
冒
（
時
（
ロ
ゴ
只
弔
ざ
質
，
○
．
ミ
ヨ
冒
斡
時
（
②
臼
荷
い
因
由
亀
（
。
。
『
。
●
・
Ｚ
の
き
く
。
『
丙
シ
亘
冒
の
ロ
の
。
『
巨
胃
の
『
．

宛
の
ご
荷
こ
ぐ
○
一
・
℃
今
］
四
画
０
』
①
、
．

Ｍ
調
査
シ
リ
ー
ズ
８
公
平
感
と
社
会
階
層
』
Ｆ
囹
・
一
九
九
五
年
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
研
究
会
。

テ
ム
２
公
平
感
と
政
治
意
識
』
】
９
，
局
ｍ
・
東
京
大
学
出
版
会
。

雅
文
訳
。
’
九
九
三
『
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
フ
ト
と
政
治
変
動
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

の
階
層
シ
ス
テ
ム
２
公
平
感
と
政
治
意
識
」
東
京
大
学
出
版
会
。

」
国
②
①
と
②
】
の
。

Ｉ
Ｐ
Ｉ
０
０
Ｉ
Ⅱ
■
Ⅱ
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□
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■
■
■
■
■
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】
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ご
①
『
ロ
Ｐ
の
一
口
ロ
の
邑
・
室
。
『
曰
ロ
ゴ
■
・
ｚ
－
の
陣
］
口
の
０
．
コ
六
一
日
・
巳
『
⑪
・
再
宕
弐
寓
糾
、
貝
８
斡
口
試
口
用
ざ
へ
葛
○
巳
回
ロ
置
巳
ｓ
売
込
め
§
§
‐
」
ベ
ミ
８
劃
○
○
冒
已
臼
冴
Ｃ
葛
。
○
ロ
ヨ
ワ
『
己
晒
の

海
野
道
郎
・
斎
藤
友
里
子
一
九
九
○
「
公
平
感
と
満
足
感
ｌ
社
会
評
価
の
構
造
と
社
会
的
地
位
ｌ
」
。
『
現
代
日
本
の
階
層
機
造
２
階
層
意

ご
己
…
一
：
『
の
冊
ｌ
三
宅
一
郎
・
蒲
島
郁
夫
・
小
田
健
訳
．
一
九
八
一
、
『
政
治
参
加
と
平
等
ｌ
比
較
政
治
学
的
分
析
』
東
京
大
学
出
版
会
。

識
の
動
態
』
ヨ
ー
】
困
・
東
京
大
学
出
版
会
。

Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

（
立
教
大
学
社
会
学
部
）


